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十七番札所
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童謡賛歌②

いい旅、二人旅、心の旅 現代版「西国巡礼の旅」

十六番札所

生き生きネットワーク
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●選者・田谷鋭／黒田 杏子

一一人人でで悩悩ままなないいでで！！更更年年期期障障害害 吉岡　英征

病をふせぐ

2001年　秋号

作作
詞詞
　　
　　
三
木
露
風

作作
曲曲
　　
　　
山
田
耕
筰

夕
焼
、
小
焼
の
　
　
あ
か
と
ん
ぼ

負
わ
れ
て
見
た
の
は
　
　
い
つ
の
日
か

山
の
畑
の
　
　
桑
の
実
を

小
籠
に
摘
ん
だ
は
　
　
ま
ぼ
ろ
し
か

十
五
で
姐
や
は
　
　
嫁
に
行
き

お
里
の
た
よ
り
も
　
　
絶
え
は
て
た

夕
や
け
小
や
け
の
　
　
赤
と
ん
ぼ

と
ま
っ
て
い
る
よ
　
　
竿
の
先

表表紙紙イイララスストト■■野野田田市市在在住住ののイイララスストトレレーータターー・・本本橋橋 尚尚徳徳

ささんんがが童童謡謡「「赤赤ととんんぼぼ」」ををイイメメーージジししてて描描いいたたCCGG作作品品でですす。。

本本橋橋ささんんはは、、野野田田出出身身のの作作曲曲家家・・山山中中直直治治のの童童謡謡のの世世界界ををＣＣ

ＧＧでで表表現現しし注注目目をを集集めめてていいまますす。。22000000年年、、絵絵本本『『よよううここそそ

歌歌のの童童画画館館』』（（新新科科学学出出版版社社))発発刊刊。。22000011年年、、同同絵絵本本ののイイララスス

トト展展がが柏柏市市やや松松戸戸市市でで巡巡回回。。

兵庫県龍野市

おおいいししいい時時間間 ②②
●長谷川信男さん

南総里見ウィーク、千葉県ウォーキング協会ほか

生涯現役■星野 精一さん・栄子さん

●指導／千葉伝統郷土料理研究会　片岡 美代子

北
原
白
秋
と
並
び
賞
さ
れ
日
本
近
代
詩
を
リ
ー
ド
し

た
三
木
露ろ

風ふ
う

は
ま
た
、
童
謡
詩
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

雑
誌
「
赤
い
鳥
」
へ
の
掲
載
を
機
に
童
謡
も
手
が
け
る

よ
う
に
な
っ
た
彼
の
人
気
を
、
不
動
の
も
の
に
し
た
の

が
「
赤
と
ん
ぼ
」。
大
正
10
年
作
詞
、
昭
和
2
年
の
作
曲

な
が
ら
戦
後
に
普
及
し
今
に
歌
い
継
が
れ
る
名
曲
で
す
。

子
守
娘
に
背
負
わ
れ
て
い
た
幼
い
三
木
が
育
っ
た
古

里
・
龍
野
。
現
在
も
武
家
屋
敷
や
土
蔵
が
残
る
旧
城
下

町
で
す
。

龍
野
市
は
1
9
8
4
年
に
「
童
謡
の
里
宣
言
」
を
し
、

新
し
い
童
謡
の
創
造
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
童
謡
コ
ン

ク
ー
ル
も
恒
例
に
な
り
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
詩
を
広

く
募
集
し
、
上
位
入
賞
作
品
に
は
作
曲
家
に
よ
り
曲
が

つ
け
ら
れ
ま
す
。
17
回
目
を
迎
え
た
今
年
、
こ
こ
か
ら

誕
生
し
た
歌
が
21
世
紀
の
名
曲
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。三

木
は
童
謡
を
「
天
真
の
み
ず
み
ず
し
い
感
覚
と
想

像
と
を
、
易
し
い
言
葉
で
う
た
う
詩
」
と
書
い
て
い
ま

す
。
幼
年
時
代
の
懐
か
し
さ
や
郷
愁
。
そ
し
て
幼
く
し

て
母
と
別
れ
た
彼
に
と
っ
て
は
、
人
一
倍
強
か
っ
た
に

違
い
な
い
母
へ
の
思
慕
。
誰
も
が
持
っ
て
い
る
よ
う
な

思
い
が
、
寂
し
く
せ
つ
な
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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生きがいのための情報誌



揖保川に映える夕焼。右手奥の丘陵地の建物が赤とんぼ荘（撮影／野間義幸）

■童謡の小径
国民宿舎赤とんぼ荘から龍野公園の赤とんぼの歌碑ま
で。近くには文学の小径や哲学の小径もあります。

■国民宿舎「赤とんぼ荘」 0791-62-1266
白鷺山の中腹にあり、播磨平野や遠くに瀬戸の島々を
望む絶好のロケーションが魅力の宿。

■手延べそうめんの本場
全国的に有名な「揖保

い ぼ

の糸」の産地で、冬のにゅうめ
んも美味。ほかに、しょう油や皮革産業が盛んです。

3

童
謡
の
小
径
入
口
。
各
所
に
歌
碑
が
あ
り
近
づ
く
と
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
ま
す
（
2
点
と
も
龍
野
市
提
供
）

旧城下町らしい門構えの霞城館

■霞城
かじょう

館 0791-63-2900
三木露風、内海青潮、矢野勘治、三木清ら郷土の文人
たちの著書、写真、遺品などを収蔵・展示しています。
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崖上に張り出した清水寺の舞台造り。舞台の下は錦雲渓といい、桜や紅葉の名所として知られています

十六番札所 十七番札所

張り出した舞台からは京都市内のほぼ南半分を見渡せます 子安塔から望む清水寺の全景



■
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
古
都
の
シ
ン
ボ
ル

京
都
東
山
三
十
六
峰
の
一
つ
、
音
羽
山
の
中
腹

に
建
つ
清
水
寺
は
、
奈
良
時
代
末
期
の
宝
亀
9
年

(

7
7
8)

、
奈
良
子
島
寺
の
延え

ん

鎮ち
ん

上し
ょ
う

人に
ん

が
「
木
津

川
の
北
流
に
清
泉
を
求
め
て
ゆ
け
」
と
の
夢
の
お

告
げ
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
た
ど
り
つ
き
、
草
庵
を

94
年
、
清
水
寺
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
（「
古
都
京
都

の
文
化
財
」）
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
四
季
折
々
の
東
山
の
自
然
に
調
和
す
る
諸
堂
の
美

長
い
歴
史
の
中
で
、
清
水
寺
は
幾
度
も
の
焼
き
討
ち
や

火
災
に
遭
い
ま
し
た
。「
清
水
の
舞
台
」
で
有
名
な
現
在
の

本
堂
は
、
寛
永
10
年
（
1
6
3
3
）
の
再
建
で
す
。
1
3

9
本
の
束つ

か

柱ば
し
ら

が
支
え
る
高
さ
12
ｍ
と
い
う
舞
台
か
ら
見
下

ろ
す
錦き

ん

雲う
ん

渓け
い

は
、
桜
と
紅
葉
の
美
し
さ
で
有
名
で
す
。
春

と
秋
に
は
夜
の
特
別
拝
観
が
あ
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

ま
す
。
ま
た
境
内
の
東
寄
り
に
、
江
戸
時
代
初
期
借
景
の

技
法
を
用
い
て
造
ら
れ
（
池
泉
回
遊
式
庭
園
）、国
の
名
勝

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
成
就
院
の
「
月
の
庭
」
は
、
公
開

時
に
は
ぜ
ひ
拝
観
し
た
い
美
し
い
庭
園
で
す
。（
11
月
17

日
〜
12
月
2
日
に
特
別
公
開
が
あ
り
ま
す
）

寄棟造り檜皮葺きで裳階
も こ し

と翼廊
よくろう

がついた本堂

清水寺の名前の由来と

もなった音羽の滝

か
ま
え
て
い
た
行ぎ

ょ
う

叡え
い

居こ

士じ

か
ら
授
け
ら
れ
た
霊
木
に
観
音

像
を
彫
り
、
居
士
の
旧
庵
に
ま
つ
っ
た
の
が
草
創
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
翌
々
年
、
安
産
祈
願
の
た
め
に
鹿
を
求

め
て
山
に
入
っ
た
坂
上

さ
か
の
う
え

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

は
延
鎮
上
人
に
出
会
い
、

殺
生
を
諌
め
ら
れ
観
音
の
教
え
を
説
か
れ
ま
す
。
観
世
音

に
帰
依
し
た
田
村
麻
呂
は
、
滝
の
北
岸
に
仏
殿
を
建
立
。

こ
の
滝
が
清
水
寺
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
「
音
羽
の
滝
」

で
、
日
本
十
大
名
水
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

舞
台
の
下
、
山
肌
に

そ
っ
て
並
ぶ
石
仏
　

本堂と同時期の寛永年

間に再建された三重塔
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■
市
の
聖
、
空
也
の
寺

清
水
寺
に
ほ
ど
近
い
六
波
羅
蜜
寺
は
、
天
暦
5

年
（
9
5
1
）
に
開
創
。
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ

る
空
也
上
人
が
、
当
時
京
都
に
流
行
し
て
い
た
悪

疫
退
散
の
た
め
、
自
ら
刻
ん
だ
十
一
面
観
音
像
を

車
に
載
せ
て
市
中
を
回
り
、
梅
干
と
結
び
昆
布
を

入
れ
た
茶
を
病
人
に
授
け
、
念
仏
を
唱
え
て
病
を
鎮
め
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
茶
は
「
皇お

う

服ぷ
く

茶ち
ゃ

」
と
し
て
正

月
三
が
日
に
参
拝
客
に
授
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

庶
民
の
た
め
に
働
い
た
空
也
上
人
は
「
市い

ち

の
聖ひ

じ
り

」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
空
也
の
「
今
日
あ
る
こ
と
を
喜
び
念

仏
を
唱
え
る
」
踊
躍

ゆ

や

く

念
仏

ね
ん
ぶ
つ

は
、
師
走
恒
例
の
行
事
と
し
て

今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

■
あ
ま
た
の
変
遷
を
経
た
寺
の
歴
史

上
人
の
没
後
は
弟
子
の
中
信
上
人
が
規
模
を
拡
大
し
、

天
台
宗
別
院
と
し
て
栄
え
ま
し
た
（
現
在
は
真
言
宗
）。
平

安
後
期
に
は
平
氏
一
門
の
邸
宅
が
寺
の
内
外
に
立
ち
並
び
、

鎌
倉
時
代
に
は
六
波
羅
探
題
が
置
か
れ
ま
し
た
。
源
平
、

北
条
、
足
利
、
各
時
代
の
兵
火
の
中
心
と
な
っ
た
六
波
羅

蜜
寺
は
、
幾
度
も
の
再
興
修
復
が
加
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
本
堂
は
南
北
朝
時
代
の
貞
治
2
年
（
1
3
6
3
）

の
再
建
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
平
安
・
鎌
倉
期
を
代
表
す
る
木
造
彫
刻
の
数
々

平
成
11
年
に
国
宝
の
指
定
を
受
け
た
「
十
一
面
観
音
立

像
」
を
は
じ
め
、
運
慶
の
四
男
康
勝
作
「
空
也
上
人
立
像
」

（
念
仏
を
唱
え
る
口
か
ら
六
体
の
弥
陀
が
現
れ
た
と
い
う
言

い
伝
え
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
て
い
る
）、「
平
清
盛
坐
像
」

ほ
か
重
要
文
化
財
の
数
々
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

良
い
縁
談
に
巡
り
あ
え
る
と
い
わ
れ
、
境
内

に
た
つ
「
縁
結
び
観
音
」

鎌
倉
様
式
で
本
瓦
葺
き
寄
棟
造
り
の
本
堂

今も厚い信仰を集める石仏

鮮
や
か
な
彩
り
が
印
象
的
な
本
堂
向
拝
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京都を中心に分布する文化財を保護する目
的で建てられた博物館。国際的な大展覧会、
各種特別展などが次々に催されます。観覧
料大人420円、開館9:30～17:00、月曜日休館。

●
京
都
国
立
博
物
館

●
京
情
緒
の
三
年
坂

清水寺の門前を下って最初の三差路を右へ。
ここが三年坂で、代表的な人気散策コース。
清水焼、和装小物、版画、和紙工芸、古道
具店などの専門店が階段状に続きます。

●
京
都
陶
磁
器
会
館

京焼・清水焼のよさを多くの人に知っても
らうために、窯元が集まって作り、運営し
ている会館。食卓品から茶器、花器まで数
多く展示販売しています。営業9:30～17:00

●
巨
大
な
観
音
様

戦争犠牲者の霊を供養するために建立され
た霊山

りょうぜん

観音
かんのん

は、高さ24メートル、顔の大き
さ6メートル、総重量500トンと実に巨大。
東山界隈にあって異彩を放っています。

 

 

●音羽山「清水寺」

●補
ふ

陀
だ

洛
ら く

山
さ ん

「六波羅蜜寺」

■観光の問い合わせ

京都市観光案内所　〒600-8216 京都市下京区JR京都駅 2Ｆ

075-343-6655

京都市観光協会観光情報センター 〒606-8342 京都市左京区

岡崎最勝寺町平安神宮前　　075-752-0227

京都館観光コーナー　〒107-6001 東京都港区赤坂1-12-32

アーク森ビル1F 03-5562-0041

京都市東山区松原通

大和大路東入ル

075-561-6980

■拝観料 無料

■御詠歌 重くとも

五つの罪はよもあら

じ六波羅堂へ参る身

なれば■交通 清水

寺から徒歩約20分

●七味家の唐がらし
約350年ほどの昔から、清水寺
参道の三年坂の角に唐辛子屋が
あり、参拝者のお弁当に七味を
振りかけたり、冷えた体の修行
僧にからし湯を献上しているう
ちに清水の名物となりました。

京都市東山区清水1-

294 075-551-1234

■拝観料 大人300円

■御詠歌 松風や音

羽の滝の清水をむす

ぶ心は涼しかるらん

■交通 JR京都駅下

車、市バス北大路行

五条坂下下車



家家
庭庭
でで
作作
れれ
るる

野菜王国・千葉県のニンジン生産高は全国2位で、収穫量のトップ3は八街市、
富里町、山武町。春まき(夏に収穫)と夏まき(秋・冬に収穫)のものがあり、
年間を通じて出回っています。
ニンジンに多く含まれるカロチンは、眼に栄養を与え、皮膚や粘膜を健康に
保つビタミンＡの働きをします。肌の乾燥が気になる季節にぴったりの簡単
でピリッと辛い中華風マリネです。
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ニ
ン
ジ
ン
…
1
、
2
本(

2
0
0
〜
2
5
0
ｇ)

ザ
ー
サ
イ
…
40
〜
50
ｇ

み
つ
葉(
ま
た
は
あ
さ
つ
き)

…
少
々

つ
け
汁

し
ょ
う
油
…
大
さ
じ
1
杯

ラ
ー
油
…
…
大
さ
じ
半
分
〜
1
杯

(

辛
さ
は
お
好
み
で
調
節
し
て
く
だ
さ
い)

サ
ラ
ダ
油
…
大
さ
じ
2
杯

酢
…
…
…
…
大
さ
じ
2
杯

砂
糖
…
…
…
大
さ
じ
1
杯

ザ
ー
サ
イ
を
洗
っ
て
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
、
水

に
つ
け
て
し
ば
ら
く
塩
出
し
し
ま
す
。

〈
6
人
前
〉

ニ
ン
ジ
ン
は
5
セ
ン
チ
く
ら

い
の
長
さ
の
細
い
せ
ん
切
り

に
し
ま
す
。
み
つ
葉
は
2
〜
3
セ
ン

チ
幅
に
切
り
ま
す
。

塩出しのやり過ぎに注意

水
か
ら
上
げ
た
ザ
ー
サ
イ
を
絞
り
、
さ
ら
に

細
い
せ
ん
切
り
に
し
ま
す
。
ニ
ン
ジ
ン
、
ザ

ー
サ
イ
、
つ
け
汁
を
あ
え
、
み

つ
葉
を
飾
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま

で
も
、
2
、
3
日
漬
け
て
も
、

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
み

つ
葉
を
混
ぜ
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
変
色

し
て
し
ま
う
の
で
、
食
べ
る
直

前
に
ほ
か
の
材
料
と
あ
え
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
ニ
ン
ジ
ン
の
甘
さ
も
あ
り
、

使
用
す
る
ザ
ー
サ
イ
に
よ
っ
て

は
塩
気
が
足
り
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
最
後
に
塩
分
を
調
節

し
ま
す
。

●
ラ
ー
油
を
控
え
め
に
し
た
場

合
は
、
代
わ
り
に
ご
ま
油
を
加

え
ま
す
。

指
導
／
千
葉
伝
統
郷
土
料
理
研
究
会

片
岡

美
代
子

ラー油の辛みはトウガラ

シ。その辛み成分「カプサイ

シン」は血液中の中性脂肪値

を低下させるという物質で、

注目を集めています。

県内の主な産地の一つ習志

野市では「にんじんクッキー」

や「にんじんせんべい」が市

内の菓子店や公共施設などで

販売されています。

カ
ロ
チ
ン

た
っ
ぷ
り
！
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秋
晴
れ
の
空
に
誘
わ
れ
て
水
辺
を
街
を

の
ん
び
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
千
葉
県

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
や
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た

加
盟
す
る
9
団
体
も
独
自
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
般
の
方
の
参
加

実
が
な
る
オ
ハ

ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ

が
神
崎
町
と
富

津
市
に
あ
り
、

古
く
か
ら
珍
重

さ
れ
て
い
ま
す

が
変
型
の
要
因

は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
化

石
で
は
多
く
の

種
が
確
認
さ
れ

る
イ
チ
ョ
ウ
が

な
ぜ
現
存
す
る

一
種
に
衰
退
し

て
し
ま
っ
た
の

か
？
　
中
国
原

産
と
い
う
も
の

の
自
生
地
や
日

本
渡
来
の
年
代

も
不
明
で
、
身

近
な
割
に
謎
の

多
い
木
で
す
。

城
山
公
園
内
の
館
山
城(

市
立
博
物
館

分
館)

は
、
里
見
氏
9
代
義
康
、
10
代
忠

義
の
居
城
の
天
守
閣
を
1
9
8
2
年
に
復

元
し
た
も
の
で
、「
南
総
里
見
八
犬
伝
」

に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
ば
に
建
つ
同
館
本
館
で
は
、

甲
冑
の
体
験
着
用
も
で
き
ま
す
。

国
や
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
イ
チ
ョ
ウ
は
県
内
に
6
本
あ
り(

左

表)

、
古
木
の
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

葉
に
種
子
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

●館山市観光協会　0470-22-2000
●館山市立博物館　0470-23-5212

城山公園で出陣式を行う武者行列。左上は館山城
(写真提供／館山市)

城下町を歩く佐倉カルチャーウォークは関東マーチング
リーグ公式大会で、今年で 2 回目。写真は武家屋敷通り

館
山
の
秋
の
風
物
詩
・
南
総
里
見
ま
つ

り
が
20
回
目
を
迎
え
、
多
彩
な
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
一
週
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま

す
。
見
所
は
や
は
り
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ

さ
せ
る
里
見
水
軍
武
者
行
列
（
21
日
）。
手

作
り
の
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

な
ど
を
身
に
着
け
た
約
2
0

0
人
の
市
民
が
例
年
参
加
し
、
市
内
を
練

り
歩
き
ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
の
城
山
公
園

で
は
郷
土
芸
能
の
披
露
や
特
産
品
の
直
売

な
ど
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
可
能
で
す
。
同
協
会
へ
入
会
希
望
の
方

は
加
盟
団
体(

左
表)

に
加
入
し
て
下
さ
い
。

〈
主
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
予
定
〉

11
月
10
日
●
第
8
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

(

海
浜
幕
張)

11
月
18
日
●
七
廻
道
・
手
賀
沼
ウ
ォ
ー
ク

11
月
24
〜
25
日
●
佐
倉
カ
ル
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク

12
月
8
日
●
第
9
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

(

海
浜
幕
張)

※
参
加
有
料
。
お
問
合
わ
せ
は
同
協
会
へ
。

★千葉県ウオーキング協会
043-286-6525

《　加　盟　団　体　》
●東総歩こう会　0475-54-0688
●船橋歩こう会　047-465-1887
●ちば歩こう会　043-259-8449
●千倉歩こう会　0470-44-0588
●北総歩こう会　0471-43-5340
●上総歩こう会　0475-88-1866
●いちかわ歩こう会 047-322-2203
●富山町歩こう会 0470-57-3123
●浦安ウォーキングクラブ

047-351-7318

指定
国
県
県
県
県
県

名　　　　称
千本イチョウ
千葉寺の公孫樹
飯香岡八幡宮の夫婦銀杏
神崎のオハツキイチョウ
高照寺の乳公孫樹
竹岡のオハツキイチョウ

株
雄
雄
雄
雌
雌
雌

樹高（m）
23
8

17、16
26.6
10
18

※「幹周」は目線の高さの位置での幹の太さ（目通）で、樹高とともにおおよその数値。 資料:「第4回自然環境基礎調査」（環境庁）ほか

幹周（m）
10.8
8
11
3.45
10
2.1

所　　　在　　
葛飾八幡宮(市川市)
千葉寺(千葉市)
飯香岡八幡宮(市原市)
神崎ふれあいプラザ(神崎町)
高照寺(勝浦市)
薬王寺(富津市)

最寄り駅からの交通
京成線八幡駅から徒歩5分
京成線千葉寺駅から徒歩10分
JR線八幡宿駅から徒歩3分
JR線下総神崎駅から徒歩20分
JR線勝浦駅から徒歩10分
JR線上総湊駅からバス5分
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千
葉
県
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を

学
ぶ
Ｉ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

講
習
会
を
県

内
各
地
で
順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た

市
町
村
主
催
の
講
習
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、

広
報
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容→

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文

書
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
方
法

受
講
資
格→

県
内
居
住
で
20
歳
以
上
の
方

講
習
時
間→

合
計
12
時
間
程
度
を
数
日
間

に
分
け
て
受
講

今
年
2
月
に
発
売
さ
れ
た
お
で
ん
の
缶

詰
が
同
志
社
大
学
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
た
エ

受
講
料→

原
則
無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
が
か
か
る
場
合
あ
り
。

受
講
場
所→

県
内
各
地
の
学
校
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど

定
　
　
員→

各
コ
ー
ス
20
〜
40
人
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

県
内
で
も
北
部
を
中
心
に
七
福
神
巡
り

が
で
き
ま
す
。
比
較
的
近
距
離
に
集
ま
っ

て
い
る
習
志
野
七
福
神
は
京
成
線
を
利
用

す
れ
ば
徒
歩
で
も
巡
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

成
東
町
で
は
1
月
上
旬
か
ら
イ
チ
ゴ
狩
り

が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
九
十
九
里
七
福
神

と
組
み
合
わ
せ
て
楽
し
め
ま
す
。
八
千
代

市
は
珍
し
い
「
八
福
神
」
で
す
。

ベ
レ
ス
ト
遠
征
隊
の
目
に
止
ま
り
、
標
高

6
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の
雪
山
へ
。
5
月
の

登
頂
は
か
な
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
お
で

ん
は
し
っ
か
り
完
食
。
隊
員
た
ち
の
好
評

を
得
て
ア
ウ
ト
ド
ア
商
品
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

「
銚
子
風
お
で
ん(

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｎ)

は
銚
子
市
の
水
産
加
工
、
農
業
、
醸
造
業

な
ど
異
業
種
で
結
成
さ
れ
た
「
ま
る
ご
と

千
葉
の
会
」
が
開
発
し
ま
し
た
。
具
は
キ

ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ア
ジ

の
つ
み
れ
、
さ
つ
ま
揚
げ
、
揚
げ
ボ
ー
ル
、

昆
布
、
う
ず
ら
卵
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
9
品

が
ぎ
っ
し
り
。
こ
れ
ら
素
材
の
ほ
と
ん
ど

と
調
味
料
の
し
ょ
う
油(

源
醤)

、
そ
し
て

缶
に
至
る
ま
で
地
元
産
に
と
こ
と
ん
こ
だ

わ
っ
て
で
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節
、
ひ
と

り
暮
し
の
人
に
も
重
宝
さ
れ
そ
う
で
す
。

同
市
内
は
じ
め
県
内
の
土
産
品
店
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
缶
1
9
0
g

で
、
2
5
0
円
。

千本イチョウは根本から多数の支
幹が伸びて主幹を囲んでいます

竹岡のオハツキイチョウの
実。大きいものでも親指の
爪程度で熟さずにほとんど
が落ちてしまいます。下が
普通の実(撮影協力／薬王寺)

※
市
町
村
主
催
の
講
習
会
へ
の
申
込
は
、

各
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

県
主
催
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
先

●
県
庁
企
画
部
企
画
政
策
課

0
4
3
（
2
2
3
）
2
4
0
1

七福神巡り(市町村)

流　　山(流山市)

松　　戸(松戸市)

し ろ い(白井市)

印　　西(印西市)

印　　旛(印旛村)

習 志 野(習志野市)

しもふさ(下総町)

九十九里(成東町、松尾町)

上総(君津市、木更津市、富津市)

安房(天津小湊町、鴨川市、丸山町、千倉町)

八千代八福神巡り(八千代市)

恵比寿(須)

長流寺

金蔵院

長楽寺

三宝院

西定寺

東福寺

楽満寺

慈広寺

圓鏡寺

妙の浦

貞福寺

大黒天　

流山寺

宝蔵院

延命寺

長楽寺

慶昌寺

慈眼寺

常福寺

月蔵寺

長泉寺

真野寺

妙徳寺

毘沙門天　

福性寺

医王寺

秋本寺

泉倉寺

万福寺

西光寺

龍正院

光明寺別当観音堂

久原寺

多聞寺

正覚院

弁才(財)天

成顕寺

華厳寺

薬王寺

厳島神社
観音寺
迎福寺

薬師寺

眞城院

海厳寺

新宿不動堂

厳島神社
長福寺

寿老人

清瀧院

徳蔵院

佛法寺

上町観音堂

東祥寺

無量寺

昌福寺

光明寺

円如寺

仁右衛門島

長福寺

福禄寿　

西栄寺

円能寺

西輪寺

宝泉院

高岩寺

東漸寺

成田ゆめ牧場

宝積寺

圓明院

白浜海洋美術館

東栄寺

※七福神に吉祥天(妙光寺)を加えたもの。

布袋尊　

春山寺

善照寺

来迎寺

最勝院

円蔵寺

正福寺

乗願寺

真光寺

不動院

清澄寺

観音寺

●通信販売もしています
しだ通販　 0479-20-1555

申
込
方
法→

県
主
催
の
も
の
は
講
習

会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
付
い
て
い

る
ハ
ガ
キ
な
ど
で
申
し

込
み
ま
す
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
各
市
町
村
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

☆県庁のホームページでも日程などを紹介しています www.pref.chiba.jp



0476(95)3333
●交通／ＪＲ安食駅から竜角寺台車庫

行バス約8分、各施設下車
●開館／9時～16時30分　無料
●休館／月曜日・祝日の翌日・年末年始
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ち
ば
の

岩
屋
古
墳
は
房
総
風
土
記
の
丘
に
あ
る
龍
角
寺

古
墳
群
１
１
３
基
の
一
つ
で
、
古
墳
時
代
終
末
期

に
築
か
れ
た
方
墳
で
は
日
本
最
大
級
。
同
時
代
の

春
日
向
山
古
墳(

用
命
天
皇
陵
・
大
阪
府)

や
山
田

高
塚
古
墳(

推
古
天
皇
陵
・
同)

を
上
回
り
ま
す
。

一
辺
78
ｍ
、
高
さ
13.
2
ｍ
の
方
形
墳
に
は
南

面
し
て
2
基
の
横
穴
式
石
室
が
並
ん
で
い
ま
す
。

東
側
の
石
室
は
円
部
が
崩
れ
落
ち
、
ふ
さ
が
れ
て

い
ま
す
。
西
側
の
石
室
は
全
長
4.
8
ｍ
、
奥
壁

幅
1.
6
4
ｍ
、
高
さ
1.
1
5
ｍ
の
堂
々
と
し

た
作
り
で
す
。
規
模
や
構
造
か
ら
判
断
し
て
同
古

墳
は
国
　
造

く
に
の
み
や
つ
こ(

地
方
長
官)

ク
ラ
ス
の
権
勢
を
誇
っ

た
豪
族
の
墓
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

房
総
風
土
記
の
丘
は
北
総
丘
陵
の
緑
の
中
に
広

が
る
約
30
万
　
に
お
よ
ぶ
県
立
の
大
史
跡
公
園
で

す
。
旧
学
習
院
初
等
科
正
堂
が
移
築
保
管
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
県
内
各
地
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料

な
ど
が
資
料
館
に
収
蔵
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
企
画
展
〈
常
設
展
を
除
く
〉

★
槍
の
身
振
り(

10
／
2
〜
11
／
11)

旧
石
器
時
代
後
半
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
に
お

け
る
槍
の
収
集
展
示
と
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
。

★
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
考
古
学
教
室

鏡
づ
く
り(

3
回
連
続
11
／
24
12
／
8
12
／
22)

。

対
象
は
小
学
3
年
〜
中
学
生
の
親
子
。

THE

FIRST

STORY

IN  CHIBA

ニュータウン入口 

栄町役場 

北総栄病院 酒直小 

房総のむら 

資料館 
龍角寺 
　　古墳群 

龍角寺 

房総風土記の丘 長
門
川

至
成
田
→
 

安食駅 

JR成
田
線

18

区に生まれた伝統芸能で、平成11年に
34年ぶりに復活。県無形民俗文化財。
●風土記の丘／印旛郡栄町竜角寺978

0476(95)3126
●房総のむら／印旛郡栄町竜角寺1028

★魅せます！職人たちの技
各施設で伝承文化や職人たちの技な

ど30種類以上の演目が披露されます。
★伊能歌舞伎を上演(8日)
江戸時代前期、香取郡大栄町伊能地

江戸時代末期から明治初期の
県内の農家や商家、武家屋敷な
ど23施設が再現。当時の生活様
式を体験することができます。
企画展・秋のまつり(10／7～8)

房総のむら
お隣りは

四
角
形
の
岩
屋
古
墳
（
写
真
／
千
葉
県
立
房
総
風
土
記
の
丘
）



い
ち
ば
ん
物
語

終
戦
直
後
、
日
本
人
に
と
っ
て
サ
ツ
マ
イ
モ
は

空
腹
を
満
た
す
最
良
の
食
べ
物
で
し
た
。
千
葉
県

は
そ
の
生
産
量
で
全
国
３
位
で
す
が
、
粗
生
産
額

で
は
堂
々
１
位
の
２
３
３
億
円
余(

平
成
12
年
、

県
農
林
水
産
部
園
芸
農
産
課
調
べ)

に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

享
保
20
年(
１
７
３
５)

青
木
昆
陽
は
現
在
の
千

葉
市
花
見
川
区
幕
張
で
初
め
て
甘
し
ょ
の
試
作
に

成
功
。
京
成
幕
張
駅
前
の
秋
葉
神
社
境
内
に
昆
陽

神
社
が
あ
り
、
神
社
南
側
の
道
路
を
隔
て
て
「
昆

陽
先
生
甘
藷
試
作
之
地
」(

県
指
定
史
跡)

と
刻
ま

れ
た
記
念
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
市
道
の
立
体
交

差
工
事
で
御
神
体
は
近
く
の
子
守

こ
ま
も
り

神
社
に
遷
宮
さ

れ
、
暫
定
的
に
開
通
す
る
平
成
17
年
秋
以
降
に
社

Vol.2

と
鳥
居
が
再
建
さ
れ
る

予
定
で
す
。

昆
陽
は
江
戸
日
本
橋

に
生
ま
れ
、
京
都
で
蘭

学
を
修
め
た
後
に
江
戸

へ
戻
っ
て
幕
張
に
仕
え

る
一
方
、
甘
し
ょ
栽
培

の
必
要
性
を
説
い
て
将

軍
吉
宗
に
認
め
ら
れ
、

現
在
の
小
石
川
植
物
園
や
山
武
郡
九
十
九
里
町
な

ど
で
試
作
。
幕
張
で
は
種
芋
17
個
か
ら
２
石
７
斗

６
升(

約
4
1
4
kg)

も
収
穫
し
ま
し
た
。
天
明
の

大
飢
き
ん(

１
７
８
３
年)

で
は
甘
し
ょ
の
お
か
げ

で
飢
死
者
は
皆
無
だ
っ
た
と
い
い
、
弘
化
３
年

(

1
8
4
6)

に
村
人
た
ち
は
彼
の
徳
を
慕
い
昆
陽

神
社
を
建
て
ま
し
た
。

★
所
在
地
／
千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
町
4
の
5
9

8
の
1

★
交
　
通
／
京
成
幕
張
駅
か
ら
徒
歩
2
分

幕張踏切の立体交差化完成予想写真(千葉市提供)。完成後、

その上に神社が再建。▲▲同地にある甘藷試作地の記念碑

JR幕張駅 

京
成
幕
張
駅
 

幕張小 

幕張中 

郵便局 

青木昆陽神社青木昆陽神社 

至東京方面 ↑
 

栄町

千葉市

▲▲
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市
川
市
　
谷
口
　
貞
子

〈
枝
も
た
わ
わ
に
〉
は
正
し
い
表
現
だ
が
、
調
べ
が
や

や
渋
滞
す
る
の
で
助
詞
を
改
め
る
。
北
海
道
ら
し
い
感
じ

の
下
句
の
力
強
さ
が
迫
る
。

《
添
削
例
》
赤
き
実
を
枝
も
た
わ
わ
の
な
な
か
ま
ど

北
の
大
地
の
直
線
道
路鴨

川
市
　
小
原
　
秀
子

落
ち
着
い
た
豊
か
な
作
と
し
て
、
こ
の
情
感
を
よ
ろ
こ

ぶ
。
添
削
不
要
の
作
。

市
川
市
　
深
水
　
和
子

優
し
い
心
の
作
者
だ
が
、
言
葉
の
整
い
が
今
一
歩
と

い
う
感
じ
。
ど
こ
か
で
切
る
と
無
理
が
な
く
な
る
の
で

第
三
句
で
切
っ
て
み
た
。

《
添
削
例
》
故
郷
の
優
し
き
兄
を
し
の
ぶ
な
り

お
り
お
り
帰
れ
我
の
夢
路
に

船
橋
市
　
矢
萩
　
俊

現
実
に
対
処
し
つ
つ
短
歌
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

が
立
派
。〈
午
前
過
ぐ
〉
に
い
さ
さ
か
の
あ
せ
り
も
感
じ

ら
れ
、
こ
う
し
た
役
所
関
係
の
仕
事
の
気
の
重
さ
も
泌に

じ

む
。

《
添
削
例
》
領
収
証
三
枚
探
し
て
午
前
過
ぐ

確
定
申
告
医
療
費
計
算

中
年
、
初
老
の
家
庭
の
姿
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
。〈
帰

れ
ば
〉
も
妥
当
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ
に
力
を
入
れ
ず
言

う
ほ
う
が
、
よ
り
客
観
性
が
出
て
く
る
。

《
添
削
例
》
勤
め
よ
り
帰
り
て
吾
に
愚
痴
を
言
ふ

夫
も
五
十
路
つ
か
れ
隠
せ
ず

市
原
市
　
宮
原
　
順

お
孫
さ
ん
へ
の
配
慮
が
何
と
も
あ
た
た
か
い
。
第
四
句

は
〈
し
の
ば
せ
〉
が
正
し
い
。

《
添
削
例
》
扇
風
機
昼
寝
の
孫
よ
り
遠
ざ
け
て

野
田
市
　
染
谷
　
直
代

愛
情
あ
ふ
れ
る
作
。
誰
か
と
散
歩
に
行
き
、
タ
ン
ポ
ポ

を
摘
ん
で
き
て
手
渡
す
ら
し
い
。

《
添
削
例
》
蒲
公
英
の
み
や
げ
手
わ
た
す
孫
の
顔

何
も
い
ら
な
い
今
日
の
幸
せ

◆
選
・
指
導

田
谷
鋭(

歌
人)

●
田
谷

鋭（
た
や

え
い
）氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
1
7
年
千
葉
市
に
生
ま
れ
る
。
53
年
「
コ
ス

モ
ス
」
創
刊
に
参
加
、
宮
柊
二
に
学
ぶ
。
現
在
同
誌

選
者
。
58
年
第
一
歌
集
『
乳
鏡
』
で
現
代
歌
人
協
会
賞
。
74
年

『
水
晶
の
座
』
で
迢
空
賞
・
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
。
78
年
『
母
恋
』

で
読
売
文
学
賞
。
現
在
、
現
代
歌
人
協
会
、
日
本
文
芸
家
協
会
所

属
。
船
橋
市
南
三
咲
在
住
。

●
長
年
に
わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
新
井
章
氏
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ナ
ズ
ナ
の
花
の
感
じ
を
言
っ
て
共
感
さ
せ
る
。〈
花
〉

が
二
度
出
る
の
を
避
け
よ
う
。

《
添
削
例
》
街
路
樹
の
も
と
に
溢
る
る
花
な
ず
な

さ
な
が
ら
星
の
煌
め
き
に
似
て

市
原
市
　
小
菅
　
美
智
子

八
街
市
　
風
間
　
正
國



15

※
7
月
31
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
平
成
14
年
1
月
31
日
で
す
。

船
橋
市
　
岩
浅

浩
そ
の
芳
香
が
そ
っ
く
り
流
れ
て
く
る
。
幸
せ
な
時
間
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
も
作
者
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
分
か
る
の
で
す
が
、
俳
句
の
表
現
と
し
て
は
も
う
す
こ

し
正
確
に
し
て
ゆ
き
た
い
の
で
す
。船

橋
市
　
内
山
　
房
子

こ
う
い
う
こ
と
は
ま
ま
あ
り
ま
す
ね
。
た
ま
た
ま
そ
ん

な
場
面
に
出
合
っ
て
、
一
句
に
さ
れ
た
と
い
う
感
じ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
素
直
に
詠
み
上
げ
て
あ
る
と
こ
ろ
も
好

感
が
も
て
ま
す
。
工
事
場
の
音
も
は
た
た
が
み
と
競
う
ほ

ど
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。「
重
な
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
を

次
の
よ
う
に
し
て
み
ま
す
。
雷
鳴
を
強
調
し
て
。

《
添
削
例
》
工
事
場
の
音
と
ど
ろ
け
る
は
た
た
が
み

※
は
た
た
が
み
【
霹
靂
神
】
は
げ
し
い
雷
の
こ
と
。
夏
の
季
語
。（
編
集
部

市
原
市
　
菅
川
　
史
子

老
境
に
入
っ
た
父
親
を
見
つ
め
る
娘
の
視
線
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
人
田
を
鋤
く
父
と
い
う
、
こ
こ
が
こ
の

句
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
を
大
切
に
し

習
志
野
市
　
君
成
田
　
寛

子
桜
鯛
の
美
し
さ
は
格
別
で
す
。
八
十
代
の
お
母
さ
ま
に

お
祝
い
と
し
て
の
桜
鯛
が
届
く
、
と
と
の
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
状
況
は
お
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
母
を
詠
ん
だ
俳

句
は
選
者
の
こ
こ
ろ
を
も
あ
た
た
か
く
包
ん
で
く
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

我
孫
子
市
　
　
朝
一
　
ツ
グ
子

日
常
会
話
で
あ
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
で
も
通
じ
る
の
で
す

が
、
一
行
十
七
音
字
の
俳
句
で
は
、
も
う
少
し
厳
密
に
言

葉
の
配
列
に
こ
こ
ろ
を
配
っ
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
桜
は

校
庭
に
咲
い
て
い
た
の
で
す
ね
。
そ
の
花
が
散
っ
た
の
が

入
学
式
後
な
の
で
す
ね
。
そ
こ
を
は
っ
き
り
、
正
し
く
書

印
旛
郡
酒
々
井
町
　
小
坂
　
昭
雄

こ
う
い
う
書
き
方
が
悪
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
で
は
報
告
・
説
明
な
の
で
す
。「
の
」
を
消
し
、
言
葉
の

配
置
を
変
え
る
だ
け
で
立
派
に
一
句
に
な
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
佐
倉
城
址
十
一
万
石
八
重
桜

佐
倉
市
　
大
友
　
栄
子

面
白
い
と
こ
ろ
に
眼
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う

句
も
い
き
い
き
と
し
て
い
て
愉
し
い
で
す
ね
。
た
だ
し
、

事
実
は
正
確
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
初
夏
や
い
も
り
舗
道
を
わ
た
り
切
り

◆
選
・
指
導

黒
田

杏
子(

俳
人)

て
、
上
五
の
「
土
の
香
に
」
な
ど
は
省
略
し
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
の
部
分
を
過
不
足
の
な
い

言
葉
で
埋
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
体
に
即
し
て
、

つ
ま
り
自
然
な
表
現
で
事
実
が
読
み
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

《
添
削
例
》
い
つ
ま
で
も
ひ
と
り
田
を
鋤
く
父
で
あ
り

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
添
削
例
》
入
学
式
済
み
て
校
庭
桜
散
る



エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
低
下
は
ま
た
骨
粗
鬆
症
の
一

因
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
骨
が
も
ろ
く
な
り
思

わ
ぬ
骨
折
の
原
因
と
も
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
更

年
期
・
老
年
期
の
日
常
生
活
を
よ
り
快
適
に
ま
た
支

障
が
な
く
送
る
た
め
に
も
婦
人
科
の
医
師
に
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
の
時
に
説
明
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
子
宮
体
が
ん
へ
の
影
響
は
ま
ず

心
配
な
い
と
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
結
構
で
す
。
乳
が

ん
に
つ
い
て
は
長
期
間
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
投
与
で
少

し
増
加
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
論
、
治
療

を
開
始
さ
れ
た
な
ら
ば
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の
検

査
も
ほ
か
の
検
査
と
合
わ
せ
て
定
期
的
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。
更
年
期
障
害
を
自
分
一
人
で
受
け
止
め
ず
、

思
い
き
っ
て
婦
人
科
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
低
下
が
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
場
合
は
、
簡
略
更
年
期
指
数
算
出(

婦
人
科
の
診

療
所
の
多
く
で
用
意
が
あ
り
ま
す)

や
ホ
ル
モ
ン
測
定
、

さ
ら
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
の
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
こ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
患
者
さ
ん
が
現
在

お
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
ほ
か
で
、
大
い
に
役
立
つ

も
の
で
す
。
一
方
、
精
神
的
原
因
の
理
由
と
し
て
は

夫
婦
の
相
互
関
係
の
欠
如
、
子
ど
も
の
母
親
離
れ
、

経
済
的
問
題
、
家
庭
お
よ
び
家
族
問
題
、
職
場
の
人

間
関
係
、
隣
人
友
人
と
の
距
離
感
、
そ
し
て
女
性
と

し
て
の
肉
体
構
造
の
機
能
低
下
あ
る
い
は
欠
如
に
よ

る
不
安(

女
性
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
あ
る
い
は

女
性
で
は
な
く
な
っ
た)

、
自
己
の
虚
脱
感
な
ど
が

や
産
後
な
ど
に
も
起
こ
り
う
る
症
状
で
す
。
更
年
期

障
害
の
40
〜
50
パ
ー
セ
ン
ト
は
身
体
的
愁
訴
の
み
で

す
が
、
精
神
的
症
状
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
摂
食
障
害
、
性
障
害
、
不
安
障
害
、
気
分

障
害
な
ど
で
す
。
症
状
と
し
て
は
不
眠
、
不
安
感
、

イ
ラ
イ
ラ
、
気
力
不
足
な
ど
で
す
が
、
産
婦
人
科
以

外
で
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
が
多
く
、
坑
う
つ
剤
、

精
神
安
定
剤
、
睡
眠
導
入
剤
、
鎮
痛
剤
、
血
流
改
善

剤
な
ど
の
薬
物
療
法
を
中
心
に
治
療
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
　
岡
　
英
　
征

千
葉
県
医
師
会
編
集
広
報
委
員
会
副
委
員

長吉
岡
産
婦
人
科
医
院
院
長

女
性(

母
親)

が
分
娩
・
育
児
・
子
ど
も
へ
の
教
育

を
成
し
遂
げ
、
さ
あ
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
時
間
が
も
て

る
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
、
好
き
な
趣
味

を
楽
し
も
う
と
考
え
る
40
代
後
半
か
ら
50
代
に
か
け

て
発
症
す
る
現
象
で
す
。
の
ぼ
せ
、
発
汗
、
頭
痛
、

動
悸
、
イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
感
等
が
よ
く
見
ら
れ
る
症

状
で
す
。
以
前
は
「
女
性
特
有
の
こ
と
」
と
し
て
医

師
も
安
易
に
考
え
が
ち
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
症
状

に
悩
む
患
者
さ
ん
も
誰
に
相
談
し
て
よ
い
の
か
分
か

ら
ず
、
ま
た
適
切
な
治
療
も
受
け
ら
れ
ず
、
ま
す
ま

す
深
み
に
は
ま
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
現
在
は
種
々
の
よ
い
治
療
法
が
考
え
ら
れ
、

ま
た
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
か
が
重
要
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
更
年
期
障
害
か
ら
解
放
さ

れ
る
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

産
婦
人
科
の
領
域
で
は
「
不
定
愁
訴
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
使
い
ま
す
。
身
体
的
所
見
あ
る
い
は
血
液

学
的
所
見
は
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
身
体
的
症
状
を
繰
り
返
す
、
あ
る
い
は
そ
れ
に

加
え
て
精
神
的
症
状
が
加
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

で
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
中
で
特
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

分
泌
低
下(

50
歳
前
後
か
ら
低
下
す
る
も
の
で
す)

が

原
因
で
発
症
す
る
の
が
更
年
期
障
害
で
す
。
思
春
期

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

産
婦
人
科
の
治
療
と
し
て
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
補

充
療
法
が
広
く
行
わ
れ
、
の
ぼ
せ
、
ほ
て
り
、
動
悸
、

息
切
れ
に
効
果
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
経
口

薬
で
な
く
腹
部
や
臀
部
に
貼
る
薬
剤
も
製
品
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
な
る
べ
く
胃
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
と
の
考
え
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
日
常
の
生
活
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん(

そ
の

ま
ま
入
浴
も
可
能
で
す)

。

(医)(社)



(72歳) (70歳) 〈船橋市海神〉

新しい水着の開発と事業展開を考えている時が

一番楽しい、と優しい微笑みを浮かべる星野さ

んと愛妻の栄子さん

挫
折
も
あ
り
ま
し
た
が
「
今
は
昔
。
根
が

楽
天
的
で
す
か
ら
、
苦
労
を
苦
労
と
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
星
野
さ
ん
。
最
大
の
危
機

は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク(

昭
和
48
年
〜)

に
加
え

て
昭
和
53
年
か
ら
3
年
続
き
の
冷
夏
。
水
着

の
在
庫
は
山
と
積
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
・
江

東
区
大
島
の
自
宅
兼
工
場
を
手
放
し
、
現
在

地
へ
移
転
し
た
の
は
40
歳
代
後
半
で
し
た
。

た
だ
「
奥
さ
ん
の
明
る
さ
が
救
い
で
し
た
」

と
は
、
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

37

物
静
か
で
あ
る
が
、
人
生
の
辛
酸
を
な
め

た
人
間
の
強
さ
と
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
明
治
大
学
商
学
部
を
卒
業
後
、
星
野
さ

パ
ー
ズ
な
ど
を
開
発
し
、
市
価
の
半
値
以
下

で
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
健
常
者
の
た
め
の
水

着
も
十
分
に
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ッ
ト
商
品
の
水
着
は
、
胸
の
前
か
ら
下

腹
部
に
か
け
て
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
縫
い
込
み
、

手
の
不
自
由
な
人
で
も
簡
単
に
開
閉
で
き
る

よ
う
に
指
の
入
る
輪
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
裁
断
後
の
布
を
活
用
し
、
袋
物

や
ホ
ー
ム
カ
バ
ー(

足
袋)

、
ヘ
ア
バ
ン
ド
、

帽
子
な
ど
ア
イ
デ
ア
商
品
が
人
気
で
す
。

ん
は
簿
記
を
捨
て
て
ソ
ー
イ
ン

グ(

縫
製)

の
道
を
選
択
。
兄
姉

が
同
業
種
で
あ
っ
た
こ
と
も
大

き
な
理
由
で
あ
り
、
仕
入
れ
か

ら
縫
製
、
販
売
の
技
術
を
習
得

し
ま
し
た
。
そ
し
て
独
立
、
倒

産
、
再
建
の
道
の
り
を
経
て
現

在
の
有
限
会
社
エ
コ
ー
ソ
ー
イ

ン
グ
を
設
立
し
ま
し
た
。

星
野
さ
ん
は
、
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
な
ど

で
苦
し
む
人
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
な
が
ら
機
能
回
復
に

も
役
立
つ
衣
服
を
研
究
す
る
栄

子
さ
ん
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
す
。
栄
子
さ
ん
は
長
年
「
高

齢
者
・
身
体
障
害
者
の
衣
服
を

考
え
る
会
」
の
一
員
。
一
流
ブ

ラ
ン
ド
の
水
着
生
地
を
使
い
、

水
着
を
は
じ
め
レ
オ
タ
ー
ド
の

ほ
か
、
ダ
ン
ス
衣
装
や
ジ
ョ
ッ
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京
王
線
高
尾
山
口
駅
で
下
車
し
、
右
手

に
続
く
土
産
物
店
を
過
ぎ
て
高
尾
山
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
清
滝
駅
へ
。
約
5
分
で
標
高

4
8
0
m
の
高
尾
山
駅
に
着
き
、
す
ぐ
そ

ば
の
展
望
台
か
ら
は
多
摩
丘
陵
や
武
蔵
野

台
地
が
一
望
で
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
参
道

を
行
き
、
1
0
8
段
の
石
段(

男
坂)

を
登

る
と
や
が
て
左
に
見
え
て
く
る
の
が
、
目

通
り
幹
囲
が
4
〜
5
m
も
あ
る
巨
大
な
杉

並
木
。
都
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

薬
王
院
の
最
上
部
に
あ
る
奥
之
院
の
先

首
都
圏
に
あ
り
な
が
ら
豊
か
な
自
然
が

残
さ
れ
た
高
尾
山(

標
高
5
9
9
ｍ)

は
、奈

良
時
代
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
保
護
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
山
頂
の
薬
王
院
は
成
田
山

新
勝
寺
、
川
崎
大
師
と
と
も
に
真
言
宗
智

山
派
の
3
大
本
山
で
す
。
自
然
林
、
雑
木

林
、
人
工
林
が
つ
く
る
多
様
な
環
境
に
は

意
外
に
も
多
く
の
動
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
別
に
自
然
研
究
路
が
整
備
さ
れ
、

秋
に
は
イ
ヌ
ブ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
落
葉

樹
の
紅
葉
、
冬
場
の
澄
ん
だ
眺
望
や
ム
サ

サ
ビ
観
察
な
ど
、
楽
し
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。

か
ら
山
道
に
な
り
、
20
分
ほ
ど
で
高
尾
山

山
頂
で
す
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
売
店

が
あ
り
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

富
士
山
や
房
総
半
島
、
奥
秩
父
連
山
な
ど

展
望
を
楽
し
ん
だ
ら
、
も
み
じ
台
、
一
丁

平
を
通
っ
て
小
仏
城
山
へ
向
か
い
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
春
に
は
サ
ク
ラ
の
見
所
と
な

り
ま
す
。
小
仏
城
山
山
頂
も
広
々
と
し
て

い
て
、
眼
下
に
相
模
湖
が
広
が
り
ま
す
。

小
仏
峠
を
越
え
て
神
奈
川
県
側
に
下
山
し

ま
す
。
ス
ギ
林
が
多
い
旧
甲
州
街
道
の
山

道
は
少
し
細
く
な
り
、
足
元
の
岩
が
目
立

っ
て
く
る
の
で
慎
重
に
。

車
道
に
出
た
ら
、
中
央
自
動
車
道
の
下

を
く
ぐ
っ
て
美
女
谷
温
泉
へ
。
相
模
湖
駅

へ
向
か
う
バ
ス
が
通
る
底
沢
バ
ス
停
ま
で

は
温
泉
か
ら
約
1
km
の
道
の
り
で
す
。
時

間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
相
模
湖
畔
の
散
策
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉
高
尾
山
口
駅→

(

ケ
ー

ブ
ル
カ
ー)→

薬
王
院→

高
尾
山→

小
仏
城

山→

小
仏
峠→

美
女
谷
温
泉
　
◎
約
3
時

間
半
　
※
参
拝
・
休
憩
時
間
等
除
く
。
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
始
発
8
時(

14
分
間
隔)

都
会
の
そ
ば
に
残
さ
れ
た
大
自
然

高
尾
山
と
美
女
谷
温
泉

高尾山を代表するイヌブナの自然林。褐色に色づきます。紅葉の見頃
は11月中旬～12月上旬（写真提供／東京都高尾自然科学博物館）

東
京
都
八
王
子
市

神
奈
川
県
相
模
湖
町

1
号
路
か
ら
6
号
路
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
る
自

然
研
究
路
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
落
葉
樹
の
多
い

4
号
路
が
お
す
す
め
で
す
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天狗が現われそうな幽玄な雰囲気の杉並木

ふもとにある東京都高尾自然科学博物館。自然観察
会や自然講座も開催しています（第1・3月曜休館）

冬場は特に美しい富士山の姿が眺められます

薬王院飯縄
い づ な

権現堂(都指定重要文化財)。薬王院
は毎年3月に行われる山伏の荒行の火渡りまつ
りでも有名です

写真協力／美女谷温泉

●電車の場合(往き約2時間・1,170円)

千葉駅(JR総武本線・中央本線)→新宿駅(京王線)→

高尾山口駅

●車の場合

中央自動車道・八王子I.Cから国道16号、20号で約

35分。

★八王子観光協会　 0426-20-7381

★相模湖観光協会　 0426-84-2633

美女谷川上流にある
昭和 3 年開業の静か
な宿。この辺りの山
里は小野小町と並び
称されるほどの美女・照

てる

手
て

姫
ひめ

の出生地といわれています。
◆泉質／重曹泉
◆効能／胃腸病、神経痛、婦人病など
●日帰り入浴可能(12：00～16：00／1人500円)。ただし宿
泊客優先のため、必ず事前にご確認ください。
0426-84-2010
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（
千
葉
市
美
浜
区
）

地
球
2
周
り
半
の
毛
細
血
管
を
回
す
運
動

会
員
は
24
人
。
20
代
か
ら
80
代
ま
で
多
彩
。
働
く
主

婦
も
多
い
こ
と
か
ら
練
習
日
は
毎
週
土
曜
日
午
前
中

の
一
時
間
半
。
指
導
者
は
こ
の
道
20
年
の
平
野
道
子

先
生
。
そ
の
効
用
を
「
ヨ
ー
ガ
は
体
内
の
毛
細
血
管

を
回
す
の
で
血
液
が
よ
く
動
き
、
体
中
が
ま
ろ
や
か

に
な
り
気
持
が
よ
く
な
る
」
と
。
世
話
人
の
富
澤
雅

子
さ
ん
も
「
体
の
動
き
が
よ
く
な
り
、
寝
つ
き
も
よ

く
、
カ
ゼ
も
ひ
き
ま
せ
ん
」
と
。

同
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
隅
を
正
会
員
の
山
根
治
仁
さ
ん

の
好
意
で
拝
借
し
、
だ
れ
も
が
好
き
な
時
に
使
え
る

『
ふ
れ
あ
い
広
場
』
を
開
設
す
る
な
ど
、
シ
ニ
ア
の

暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

連
絡
先
／
砂
原
会
長
宅
0
4
3（
2
1
1
）6
3
4
1

37

平
均
年
齢
31
歳
の
街
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し

て
一
年
余
り
。
老
若
男
女
が
囲
碁
や
花
づ
く
り
な
ど

の
サ
ー
ク
ル
を
通
し
て
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
千

葉
市
・
幕
張
新
都
心
内
の
「
ベ
イ
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
」(

砂
原
正
行
会
長
・
正
会
員
1
1
6
人)

が
そ

れ
で
、
弱
年
層
か
ら
の
強
い
要
望
で
会
員
資
格
60
歳

以
上
の
垣
根
を
は
ず
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

幕
張
ベ
イ
タ
ウ
ン
の
人
口
は
平
成
13
年
8
月
1
日

現
在
で
1
0
、
2
0
0
人
。
う
ち
60
歳
以
上
は
6
5

0
人
。
正
会
員
1
1
6
人
の
平
均
年
齢
は
62
歳
。「
ま

ず
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
楽
に
世
間
話
を
す
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
と
呼
び
か
け
た
」(

砂
原
会
長)
と

こ
ろ
、
予
想
以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た
一
方
、
現
役

世
代
か
ら
自
由
に
参
加
で
き
る
サ
ー
ク
ル
設
立
の
希

望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

ヨ
ー
ガ
教
室
も
そ
の
一
つ
で
今
年
7
月
に
発
足
。

それぞれの動きにそれぞれの意味があります

指導力には定評のある平野先生

1度始めると体がヨーガを要求するようになると会員の皆さん
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中
性
的
な
観
音
の
顔
、
厳
し
さ
の
中

に
慈
悲
を
た
た
え
た
明
王
の
顔
。「
仏

の
顔
は
参
詣
者
が
祈
り
を
通
わ
す
入
口

の
よ
う
な
も
の
。
だ
か
ら
最
も
大
切
で

難
し
い
。
い
つ
も
平
穏
な
心
で
向
か
い

合
い
ま
す
」
と
語
る
長
谷
川
さ
ん
は
、

平
成
10
年
、
海
上
山

か
い
じ
ょ
う
さ
ん

千せ
ん

葉よ
う

寺じ

（
千
葉
市

千
葉
寺
町
）
の
御
本
尊
十
一
面
観
世
音

菩
薩
像
を
3
年
が
か
り
で
彫
り
上
げ
ま

し
た
。
境
内
に
生
え
て
い
た
樹
齢
数
百

年
と
い
う
ク
ス
の
一
木
造

い
ち
ぼ
く
づ
く
り

で
、
高
さ
は

2
・
2
メ
ー
ト
ル
。
住
職
の
依
頼
で
戦

災
で
焼
失
し
た
観
音
像
と
同
じ
右
手
に

錫
杖

し
ゃ
く
じ
ょ
うを

持
つ
姿
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

千
葉
寺
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
。
胎
蔵
界
不
動
明
王
像
（
右
）
と
金
剛
界
愛
染

明
王
像
（
左
）
も
長
谷
川
さ
ん
の
作
。
御
本
尊
は
原
則
秘
仏
で
、
33
年
毎
に
御
開
帳

■素人の武器は強い動機づけ
いわゆる“町の発明家”には企業開
発者の「プロ」にはない生活者の視点
があります。日常不便なこと、困って
いること、必要なものなど発明のネタ
は身近にあるものです。そして単に利
益ではなく例えば家族のために、本当
に困っている人のために、といった強
い目的意識と情熱こそ発明の真の姿で

製
作
期
間
は
酒
断
ち
し
て
”一
刀
入
魂
“。

「
技
巧
面
で
は
プ
ロ
に
到
底
及
び
ま
せ

ん
が
、
心
は
負
け
ま
せ
ん
」

　
同
寺
は
真
言
宗
豊ぶ

山ざ
ん

派
の
古
寺
で
、

坂
東
33
カ
所
霊
場
の
29
番
札
所
で
す
。

遠
方
か
ら
の
参
詣
も
多
い
が
あ
い
に
く

御
本
尊
は
秘
仏
。
な
ら
ば
御
本
尊
の
代

わ
り
に
と
、
境
内
を
遊
び
場
に
し
て
育

っ
た
長
谷
川
さ
ん
が
初
め
て
板
に
観
音

を
刻
ん
で
納
め
た
の
は
15
年
程
前
の
こ

と
。
そ
の
後
、
自
信

が
湧
い
て
立
体
に
挑

戦
。
角
材
の
表
面
に

輪
郭
を
描
き
、
自
ら

の
手
足
を
使
い
奥
行

き
の
見
当
を
つ
け
な

が
ら
の
彫
り
。
や
り

過
ぎ
れ
ば
、
失
敗
と

い
う
一
木
造
の
怖
さ
。

独
学
ゆ
え
に
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
は
「
突
然

夜
中
に
ひ
ら
め
き
彫

り
始
め
た
り
。
苦
し

く
も
楽
し
く
も
あ
り

ま
す
。
木
彫
を
始
め

て
か
ら
、
女
性
の
顔

を
じ
っ
と
観
察
し
て

し
ま
う
ん
で
す
」。

毎
年
の
四
国
遍
路

で
体
力
も
維
持
。
自

宅
近
く
の
作
業
場
で

現
在
、
弘
法
大
師
像

の
仕
上
げ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

仏を刻み続ける長谷川信男さん

はないでしょうか。
■経験より感性
発明の経験が全くなくてもヒット商
品を生み出すことは可能です。発明コ
ンテストの審査員として主婦の作品に
素晴らしいセンスや感性を感じること
があります。
■アイデアだけで終わらせない
思いつきだけでは発明とは言えませ
ん。具体的に物をつくってみることが

大切です。より現実的にアイデアをふ
くらませれば、コスト計算、市場調査、
特許取得、企業へのアプローチ、ネー
ミング、パッケージなど、商品化への
道のりを一歩踏み出すことになります。
★興味のある方は下村さんまで　
＆FAX047-378-6243（アイクリ）相談有料

QQQQuuuueeeessssttttiiiioooonnnn        TTTTiiiimmmmeeee
発明コンサルタント　下村　正さん(市川市在住)に聞きました

難聴の父親を
もつ主婦の発
明を商品化し
た「ハロー愛
ホーン」
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カ
レ
ー
通
に
人
気
の
店
。
う
ま
さ
の
秘
密
は
本
場
仕

込
み
の
シ
ェ
フ
が
作
る
カ
レ
ー
に
、
浅
野
店
長
考
案
の

ダ
シ
で
作
っ
た
特
製
ス
ー
プ
を
混
ぜ
て
10
数
時
間
も
煮

込
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
店
長
の
お
す
す
め
ラ
ン
チ
は

鶏
の
モ
モ
肉
が
一
本
入
っ
た
「
シ
ェ
フ
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
」（
8
5
0
円
・
20
食
限
定
）。
だ
れ
で
も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
辛
さ
も
6
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ナ
ー
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
セ
ッ
ト
が
お

得
。
特
に
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ッ
ト
は
コ
ー
ン
ス
ー
プ
、
チ

●
本
場
仕
込
み
の
イ
ン
ド
料
理

「
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
」

キ
ン
テ
ィ
ッ
カ
、
カ

レ
ー
と
一
緒
に
食
べ

る
ナ
ン
、
野
菜
サ
ラ

ダ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
チ
ャ
イ
ま
た
は

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
8
種

類
で
1
2
0
0
円
。

千葉興銀 

花園公園 

JR新検見川駅 
千葉銀行 

万仁ビル 

ダージ・マハル 

←至幕張 

（
千
葉
市
）

●
磯
の
風
味
満
点
の
魚
貝
料
理

「
た
か
は
し
」

南
房
総
国
定
公
園
の
北
西
端
・
富
津
岬
に
あ
る
県
立

富
津
公
園
の
入
口
近
く
に
、
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
店
を

構
え
る
同
店
。
特
産
の
ア
サ
リ
は
炊
き
込
み
ご
飯
、
フ

ラ
イ
、
か
き
揚
、
味
噌
汁
と
変
幻
自
在
。
ほ
か
に
歯
ご

た
え
の
あ
る
西
貝
の
活
作
り
、
ぽ
ん
酢
と
も
み
じ
お
ろ

し
で
い
た
だ
く
ア
オ
ヤ
ギ
の
踊
り
焼
き
、
ま
た
お
刺
身
、

や
き
さ
ん
が
、
つ
ぼ
焼
き
な
ど
7
品
の
「
貝
づ
く
し
」

は
一
番
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。
二
代
目
と
三
代
目
の
高
橋

さ
ん
父
子
が
並
ん
で
調
理
場
に
立
つ
家
庭
的
な
雰
囲
気

の
店
内
は
、
囲
炉
裏
や
座
敷
の
個
室
が
あ
り
ま
す
。

(写真は手前から)アオヤギの踊り焼き1,000

円　あさりめし(あさり汁、アオヤギ、漬

物付きで)800円＜そのほかのメニュー＞

貝づくし3,800円　やきさんが800円

青
堀
駅
 

内
房
線

JR

富津漁港 16

465

255

90

157

158

コンビニ 

至
大
貫
↓

富津 
　公園 

Ｐ 

たかはし 

●
太
平
洋
の
幸
た
っ
ぷ
り
の
海
鮮
料
理

「
竹
乃
内
」

外
房
屈
指
の
漁
業
基
地
・
勝
浦
。
市
内
8
つ
の
漁
港

で
水
揚
げ
さ
れ
る
イ
セ
エ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど

新
鮮
な
魚
貝
を
堪
能
で
き
ま
す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の

地
魚
の
姿
煮
や
姿
焼
が
好
評
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
キ

ン
メ
ダ
イ
が
お
勧
め
。
脂
が
の
っ
た
戻
り
ガ
ツ
オ
も
美

味
。
女
性
グ
ル
ー
プ
に
人
気
な
の
が
、
前
菜
、
刺
身
、

蒸
し
物
、
煮
物
、
焼
物
、
揚
物
に
御
飯
、
香
の
物
、
御

椀
、
フ
ル
ー
ツ
付
き
の
「
ミ
ニ
会
席
」
。
個
室
の
座
敷

席
も
あ
り
ま
す
。

キンメダイの姿煮(大きさにより料金が

異なります。写真は1,800円)、茶碗蒸し、

小付、香の物など付いた煮魚定食1,500

円～。そのほかミニ会席2,500円。

勝浦
駅 

市民会館 銚子信金 

石井時計店 

浜勝浦橋 竹乃内 

至 

御
宿 

至 

鴨
川 

勝浦港勝浦港 

128

297

246

JR外
房線

（
富
津
市
）

（
勝
浦
市
）

勝浦市勝浦124-1

0470-73-8168

JR勝浦駅から徒歩10分

11：00～14：00

17：00～22：00

毎週木曜日

約30名様まで

あり

※旅館｢Ｂ＆Ｂ｣隣接。

富津市富津公園内22

90 0439-87-2934

JR青堀駅からバス約15分

平　 日11:00～18:00

土･日･祝10:00～20:00

9～2月　毎週月･火

3～8月　毎週火、

第2･4月

60名様まで　　あり　　

千葉市花見川区花園2-

10-19 043-272-4567

JR新検見川駅西口か

ら徒歩3分

夏期11：00～14：30

17：00～22：00

冬期11：00～15：00

17：00～22：00

年中無休
千
葉
〜
富
津
〜
勝
浦
　
　
　
　
☆
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典
　
　
＝
所
在
地
　
　
＝
営
業
時
間
　
　
＝
定
休
日
　
　
＝
団
体
の
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ

※特に記載のお店以外は消費税別途となります。




